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2訳駁目的

匡有林土壊セ充車英の推酒およびその成果と技術の向上をはかること。また,土况訓死成果 

の多角的利用をはかるため•累務Lた成果の〕蛔的・らびに全国的とりまとめ方法を挨时する。

3 始和4 2年短の経過とえられた,籍枭

1) ,卸・油指锵およぴ旌,竊

北見.带広,密川,札憐•前・摇•名古蛉,大版«搪太の各営林局代ついて.卧-次土巣綁 

査現炮指游,立堆级翻锚導,兮後の士照調密蜜初関十る畝養などを夷;施した。

2) •報告書の雑資および土豊図印則の指導

報杳書の家查は2 〇爭案区を蔣了し,長野・娜・落広,育森・飲田•束京・大阪各代林 

局実施の土缀め印刷姦務の扭・導,拔正を行なった。

5 •)•林!0f土壊断面図集(2iの排寒

粕賊31:折面の各層位別化学的性’曾の分忻・母材峯・制,粘土戦物分折•土性紛理学性の測 

定辱を行なうとともに,あ姿お載が項の蛛耘のとりまとめを行ない"印狷.H!行を終了し 

た。

4)•その他邸連琳項 ^

沖剣技術援助の一環として,珑球政/任林场疎•管内各甘林席,同杯業演剛枷’こ対し,林對 

土増沖3£方法の現地指導を夹拖し,主安地域の森林土粉てついて分類の大兩を定めた。

4 暗知4 3年度の試塲ま:画

前旬kにひきっづ倉下3顼目を突龍する〇

1) 現地抬御および!SS

北海泊,前栃,排本任同肯内について垂点的に指溟を行な5。他同(七ついては立灿殺諏充 

K関する指评および艮雖成果のとりまとめの指.:に亚点をおく。

2) 報吿法の中を的5 0報告

5)分析,母材塗別 钓100点

•:)亜洪带岡読林土M分"}tついては笹更群塔ならびに彦應採取の沖岡諸盅j試料などについて 

枳対する。

なお•こんごの問題点として

1),第一次?^溢了営林局のこんごの翅g内客および技術保存方法

2 ),世往成果による‘即"位(地域引)およぴ全电森林土地圖瓣さんの促進

3 ),隅:在成果(土龊)の生用カ的浮価

4 ),揭色弦林土诈,および黑色土環坪の地塊的祷性を・表わす亜琨設定の倾紛

5 )•小笠城,沖格返還を想定した.亜熟皆幟の森姝上喰の分知および適木i®定基準の

疏立。

6 ) • 土浪図印刷のも・局実施にともなう諾問題。


